
 

 

 

 

 

 

Ⅰ 本実践の概要 

全国学力・学習状況調査調の結果から、学校の課題を全教員で共有するとともに、教務部は系統

性を意識した授業づくり、研修部は言語能力の育成を踏まえた授業改善を提案し、ほっかいどうチ

ャレンジテストを活用した検証を通して、全教員が主体的に検証改善サイクルの確立を目指す取組

を行った。 

 

Ⅱ 本実践の内容  

  １ 自校採点をもとにした本校の実態把握と改善策の検討 

     全国学力・学習状況調査実施後、自校採点を全教員

で実施し、主題の趣旨を確認するとともに、児童の解

答状況を把握した。また、教務部を中心に分析した結

果、目的や意図をもって書いたり、要約したりするこ

とに課題が見られたことから、学習指導要領と照らし

合わせ、各学年で育成する資質・能力を確認し、全教

員が小学校６年間を見通した授業づくりを行うことを

共有した。 

 

  ２ 分析に基づく「問題解決的な学習の基本的な流れ」を踏まえた授業改善 

研修部は、調査結果の分析を踏まえ、言語能力の育

成を図ることが課題の解決につながると捉え、授業改

善に取り組んでいる。言語能力の育成の場面をこれま

で本校で活用していた「問題解決的な学習の基本的な

流れ」に位置付け、授業改善策の一つとして各教科等

で取り組むとともに、各教科等の特質に応じた言語活

動の充実を図っている。 

 

３ ほっかいどうチャレンジテストを活用した改善策の成果と課題の検証 

 ほっかいどうチャレンジテストを活用し、これまで

の改善策が効果的かどうかの検証を全学年で行った。

全道平均と正答率を比較するだけではなく、定着に至

っていない要因を明らかにするとともに、改善策の成

果と課題について協議した。協議の結果、課題の解決

を図るため、知識の理解、定着だけではなく、資料や

グラフから新たな知識を得たり、自分の考えを言葉で

説明したりする学習活動を充実させることを確認し

た。 

 

Ⅲ 本実践の成果と課題        
○ 言語能力の育成を目指した「問題解決的な学習の基本的な流れ」を全教員で共有したことにより、

自分の考えを言葉で説明する学習活動の充実等、同じ方向性をもち授業改善に取り組むことができた。 

○ 学習指導要領で系統性を確認し、全学年のほっかいどうチャレンジテストの結果から成果と課

題について協議したことにより、小学校６年間を見通して指導することができた。 

  ● 児童一人一人に応じた手立てを工夫できるよう、Ｓ－Ｐ表を活用した分析を含め、児童生徒一人 

一人の学習状況の把握をきめ細かく行い、「個別最適な学び」の充実を図る必要がある。 
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【学習指導要領で系統性を確認】 

【言語能力の育成の視点を踏まえた授業改善】 

【ほっかいどうチャレンジテストの結果を用いた検証】 

 


